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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、新古典派経済学および厚生理論の発展に多く貢献したケネス・アロ
ーの研究の背景にある思想を体系化することである。さらに、本研究ではアローの思想的変遷も明らかにした。
結論として、アローは一方で情報伝達の可能性という観点から資本主義と民主主義の欠点を認めながらも、その
欠点を補うために個人の倫理的関係や原初状態論における正義の選択の必要性を唱えた。アローが社会主義に賛
同しないのは、それが権力の腐敗を招き、個人の自由を侵害するという理由からであった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to systematize the ideas behind the work of 
Kenneth Arrow, who contributed much to the development of neoclassical economics and welfare 
economics. In addition, this study also clarified Arrow's ideological transition. In conclusion, 
while Arrow on the one hand acknowledged the shortcomings of capitalism and democracy in terms of 
the difficulty of information transmission, he advocated the need for the ethical relationship of 
individuals, and the choice of justice in the theory of the original position to compensate for 
these shortcomings. Arrow did not agree with socialism on the grounds that it would lead to the 
corruption of power and infringe on individual freedom.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ケネス・アローの研究を支える思想を体系的に明らかにする初めての研究である。アローは社会的選
択理論並びに新古典派経済学の発展に貢献しながらも、倫理的観点からその限界を指摘し続けた。その限界とし
て指摘されたのが、社会的信頼などの社会関係資本や環境問題などである。それらの問題は現代でも深刻な問題
であり、アローの思想を明らかにすることで、経済学的手法による問題解決の限界を指摘することができると考
えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ケネス・アローは 1950 年代に一般可能性定理（以下、アローの定理）と厚生経済学の基本定

理（以下、基本定理）を公表した。前者は民主的決定にとって自明的に望ましいと思える諸条件

をみたす集団的意思決定の方法は存在しないことを証明し、社会選択理論の創設の契機となっ

た。後者は市場における競争均衡の帰結がパレート最適に至ることを証明し、しばしばアダム・

スミスの「見えざる手」理論の証明と解釈される。それらは経済学のみならず、市場および投票

の可能性と限界という観点から政治学に対して影響を与えた。 

これらの定理やそれ以外の理論的貢献に対して、アローが規範的な観点から解釈を加え、独自

の正義論を展開したことは、これまであまり言及されていない。その理由の一つは、一方で経済

学者はそれらの数理的証明のみに関心をもち、他方で政治学者は経済学者によるそれらの含意

を受け入れるのみで、その内在的分析やアローによる解釈の研究を十分になさなかったことが

挙げられる。本研究は、アローが二つの定理に対してどのように解釈し、どのような正義論を展

開したのかを問うことをつうじて、市場競争および民主的決定の限界と可能性は何であり、社会

契約論がその限界をどのように補いうるかを問う。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、主に二つの定理に対するアローの解釈と彼の思想の変遷を追い、彼の正義論

を明らかにすることをつうじて、経済学的手法の適用範囲を定め、社会契約論による財の再分配

を正当化する理論を提示することである。そうすることで、本研究は理論経済学者とみなされる

アローを思想家として扱い、彼の思想的変遷を追うことで彼の正義論を明らかにする。このこと

は、アロー研究としても彼の正義論の研究としても初めての試みである。 

 

３．研究の方法 

本研究では、アローの理論的貢献の中でも正義論に関する点を中心にした彼の思想的変遷を

追うために、彼のテキストを年代順に分類および解釈するという手法を採用した。 
 
４．研究成果 
本研究は，アローの思想を体系的に明らかにすることを目的とした。その研究成果として

まとめられた単著では、以下のことが明らかにされた。第一部では、アローが民主主義に対

してどのような理念をもっていたのかを明らかにした。また、その理念がどのように変遷し

たのかを示した。まず第一章においては、アローの定理が、1940-50年代の冷戦構造におい

て、社会主義と、資本主義および民主主義の複合体制との対立の中で、後者を擁護するため

に作られたことが示された。またその定理は、科学的客観性をみたす理論によって民主的決

定プロセスを解明し、それをつうじて社会厚生の価値基準を明らかにすると解釈された。他

方で、そのようなアローの立場には批判も存在した。第二章では、科学的客観性の担保と価

値の問題がどのように方法論的に両立可能かという批判に対して、アローの方法論を明ら



かにした。第三章では、アローのデモクラシー観が初期から後期にかけて変遷していること

を示した。1950年代においては、アローは民主的決定の帰結が社会厚生の基準であり、そ

れを社会道徳として守るべきというポピュリズムの立場にいた。しかし 1980年代以降、ア

ローは民主的決定の帰結に道徳的意義を伴わせないリベラリズムの立場に移行した。第四

章では、政治制度と倫理の関係という文脈において、アローの定理と彼の道徳観がどのよう

な意味をもつのかを明らかにした。アローによれば、個人道徳は民主的決定プロセスの情報

伝達を助ける役割を果たす。またアローが具体的な政治制度として、間接民主主義を擁護す

ることを示した。第五章では、アローが原初状態における社会選択によって正義にかなう社

会選好順序が導出されると考えていることを示した。またそのような社会選好順序は、個々

人がもつべき倫理選好でもあることが示された。 

第六章では、経済計算論争の文脈における厚生経済学の基本定理の含意を明らかにした。

アローは個人の自由の擁護と権力腐敗のリスクの少なさという点から資本主義を擁護した

ことが示された。また内生経済成長論において、アローはイノベーションによって経済成長

が進み、そのイノベーションは政府の支援により衰退しないと考えたことがわかった。第七

章では、アローにおける経済制度と倫理の関係を示した。アローにとって、個人の倫理は経

済制度の情報伝達を補佐する役割を果たす。また彼の考え方の限界として環境問題を取り

上げ、アローが資本主義の枠内で問題解決を目指したことを明らかにした。 

アローの研究は、個人的な倫理的関係においては可能な情報伝達が、大規模な社会におけ

る政治経済制度においていかにして可能になるのかを問うものとして把握できる。アロー

はこの大きな問いを主に二つの観点から検討をした。第一に実現可能性の問題、とりわけ

「知識の不確実性とその伝達の困難さ」（Arrow 2013）という問題である。大きな枠組み

のみ述べれば、それは、人々がもつ意見や好み、また外的世界に関する知識すなわち情報を

どのように制度上に反映するかという問題である。なお本研究の内容は図示すると以下の

通りである。 

 

 1950-1960 年代のアロー 1980 年代-2016 年のアロー 

方法論 科学による価値の問題の解明 科学による価値の問題の解明への限界 

市場分析 

 

パレート最適が正義に適うわけ

ではないと主張 

市場の道徳的前提と限界についてより重視 

実際の民主的決定 

 

実際の民主的決定の帰結がもつ

倫理的意義を擁護 

その帰結がもつ倫理的意義への懐疑 

社会契約論：ロールズ

との論争 

観察不可能性への批判 正義の基準を導出する手続きがもつべき規

範的条件を提示すると評価 

個人の権利：センとの

論争 

権利論を功利主義の立場から批

判 

人格は市場取引や経済的手法で扱えないと

し、その擁護と個人の権利を主張 



正義論 アローの正義論をまとめ、正義論におけるその含意を提示 

 
また、本研究は Springer 社から出版される単著にまとめられており、目次は以下の通りである。 
 

序論：全体像の提示：制度と倫理の関係          

第一部 民主主義 

１．アローの定理の背景、概要、バーグソンらとの論争     

２．アローの定理の方法論：数理と規範の関係       

３．アローの思想的変遷                 

４．アローの定理の含意：政治制度と倫理の関係      

第二部 正義論 

５．正義論：アローとロールズの比較           

第三部 資本主義 

６．一般均衡論と経済計算論争              

７．一般均衡論と市場の限界：経済制度と倫理の関係    

おわりに                        
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